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義
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加

田
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哲
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一
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•
 

•

民族主義は現代世界の

一

大
潮
流
で
あ
つ

て

、

こ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
li
t

界
の
政
治
•經
濟
•
思
想
の
動
き
を
洞
察
す 

る
.こ
と
は
出
來
な
.い
で
あ
ら
う
0

.民
族
主
義
な
る
言
葉
は
古
い
も
：の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
現
在
に
お
い
て
も
活
き
た
現
象
で
あ
る
。
こ 

の
言
葉
は
、
_ 

m

丨
ロ
ッ
パ
語
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム(

穸

ユ

目

&

|)

の
_
語
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
國
民
主
義
と
も
譯
さ
れ
、
あ
る
場 

合
に
は
、
國
家
主
義
と
も
譯
さ
れ
る
。
そ
0
用
法
は
種
々
で
あ
る
‘が
、
國
家
束
_
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
出
たItatisme

と
v>
ふ
言 

葉
が
近
時
用
ゐ
ら
れ
.る
や
う
に
な
つ
た
の
で
：は
あ
る
が
、
國
民
主
義
の
，現
實
的
方
法
と
し
て
は
、
國
家
主
義
を
採
用
す
る
場
合
が
、
迎 

だ
多
い
の
で
、
ナ
シ
S
ナ
リ
ズ
.ム
の
.中
に
國
家
主
義
を
包
含
せ
し
む
る
こ
と
も
-
無
理
で
は
な
い
。
し
か
し
普
通
に
は
、
國
民
主
義
ま 

た
.は
民
族
主
義
の
語
を
用
ゐ
る
こ
と
が
適
當
で
.あ
ら
う
o
.筆
者
は
.嘗
て
、
國
民
主
義
を
先
進
國
、
例
へ
ば
、英

朵

•獨
•佛
•日
•伊
等
に 

お
け
る
ナ
.シ
B
ナ
リ
ズ
ム
を
承
す
言
葉
と
し
て
用
ゐ
、
.民
族
主
義
を
、
現
に
民
族
銃I

過

程

，に

あ

る

植

民

地

ま

.た

は

半

植

民

地

國

の

思 

想
及
び
運
動
を
示
す
も
の
と
し
て
用
ゐ
た
の
で
，あ
る
が
、
こ
の
區
別
は
、

一
應
.の
理
由
を
持
つ
て
ゐ
る
と
は
考
へ
る
が
、
.世
間一

般
に 

は
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
從
つ
.て
、
筆
者
は
、
こ
の
種
の
言
葉
の
上
の
區
別
.を
廢
し
て
、
國
民
主
義
•
民
族
主
義
を
一
律
に
民
族
主
義 

民
.族
由
義
こ
關
す
る
文
献

 

一
!1

三

(

七
七
九

〕



民
族
裹
に
關
す
る
文
献 

一

二

四

(

七
八
〇〕 

と
い
ふ
こ
と
、
ヨ
ス
ロ
ツ
バ
語
の
ナ
シ

”

ナ
リ
ズ
ム
の
如

&

し
や
ぅ
と
思
ふ
も
の
で
あ
る
ゃ
：

.

，さ

て

、.民
族
主
義
と
は
何
か
と
い
'へ
ば
、
.社
會
發
展
の
一
觉
段
階
に
お
い
て
"
民
族
の
：慣
値
を
高
揚
し
、
社
會
柒
活
の
絕
對
的
賈
値 

ま
た
は
原
理
を
民
族
ま
た
は
そ
.の
.政
治
的
_
現
-と
し
て
：の
國
家
に
，置
か
ふ
と
す
- ^
^

の
で
あ
る
。
か
く
の
如
身
兇
地
に
立
つ
主
義
及

び
 

運

動

は

現

在

ま

.で

の

歷

史

的

經

驗

に

お
い
て
、
次
の
五
つ
の
代
表
的
な
形
態
が
あ

る

や

ぅ

に

思
は
>
る
。

;

:

;-
.ー
、

近

世

に

お

け

る

民

族

形

成

運

動

と

、し
て

'の
民
族
主
_

:
1
1
、

帝
國
主
_
段
階
に
お
け
る
民
族
主
_
.
:
; 

へ

-

三
、
フ
ア
ツ
シ
ズ
ム

四
、V

植
民
地
ま
た
は
半
植
民
地
に
お
け
る
民
族
.主
義 

,

.

.

.
、

 

，

土
着
資
本
の
.運
動
と
し
て
の
民
族
中
；義
_ 

. 

.

b

無
產
階
級
運
動
と
し
て
の
民
族
'中
：義
：
 

•

五
ユ
グ
ャ
民
族
運
動

——

國
際
的
民
族
運
動 

こ
れ
ら
の
民
族
主
義
を
通
じ
て
問
題
と
な
る

.

の
は
、
民
族

•

民
族
性

*
_

中
：.

義
の

.

問
題
で
あ
り
、
更
ら
に
民
族
主
義
史
の
問
題
が
あ 

る
い
ま
こ
れ
ら

q

諸
謝
を
說
明
す
る
餘

3

を
持
つ
て
ゐ
な
い
が
、
こ

q

原
理
的
部
分

q

實
證
的
說
明
が
あ
つ
て
、
始
め
て
、
前
記
の 

五
形
態

Q

民
族
、S

Q

說
明
に
入
け
得
る

Q

で
あ
る
。
こ
れ
ら

Q

民
族
主
義

Q

形
態
中
、
現
に
世
怒
問
題
と
な
つ
て
ゐ
る
も
の
は
、 

第
二
か
ら
第
五
に
い
た
る
形
態
の
も
の
で
あ
る
。
第
一
の
近
世
に
お
け
る
民
族
形
成
と
し
•て
の
民
族
主
義
は
、
民
族
主
義
の
初
期
的
形 

態
と
し
て
、
主
要
國
に
お
い
て
は

*

'少
く
と
も
、
第
十
九
世
紀
中
に
、
こ
の
期
間
を
經
過
し
て
、
現
在
で
は
、
民
族
主
義

Q

歷
史
の
問 

題
と
し
て
、
取
扱
は
れ
る
の
み
で
あ
る
。
第
四

Q

植
民
地
ま
た
は
半
植
民
地
に
お
け
る
民
族
主
義
は
、
そ

£

義
に
お
い
て
、
第
一
の

形

態

の

民

族

生
_

に

近

い

も

の

で

は

あ

る

が

、

：止

確

に

一

致

す

る

も

'
の

で

は

な

い

。

即

ち

植

民

地

.ま

た

は

半

植

民

地

に

お

け

る

民

族

主
 

義

は

、

近

世

に

お

け

る

：民

族

形

成

に

お

け

る

民

族

主

義

が

封

建

的

蕋

本

社

會

に

對

立

し

た

と

.同

じ

關

係

を

植

民

地

ま

た

は

半

植

民

地

の
 

舊
來
の
社
會
關
係

に

お

い

て

有

す

る

も

の

で

あ

る

が

、

そ

れ

が

本

國

ま

た

は

先

進

國

の

带

國

主

義

に

對

す

る

關

係

を

有

す

る

點

、

民

族
 

生

_

の

.
指

導

苕

と

し

て

の

土

着

資

本

家

が

あ

り

、

そ

の

民

族

虫

義

の

發
M

過

程

に

お

い

て

、

新

ら

し

い

要

素

と

し

て

の

無

庵

階

級

民

族
 

主

_

が

成

立

す

る
こ

，
と

な

ど

に

お

い

て

、

.
近

世

の

民

族

主

義

と

本

質

を

異

に

す

る

も
の
で
あ
る

P

更
ら
に
第
五
の
國
際
的
民
族
運
動
は
、
現
柱
の
場
合
主
と
し
て
、fi.

ダ
ヤ
人
運
動
-

—
-

チ
オ
一
一
ズ
ム——

と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
陆 

殊
形
態
で
あ
る
。
周
知
の
や
う
に
、

ユ
ダ
ヤ
人
_

問
題
は
、

ユ
ダ
ヤ
人
が
そ
の
祖
國
奚
つ
て
、
諸
國
放
浪
の
民
と
化
し
た
時
代
か 

ら
あ
る
が
、
こ
の
被
迫
寄
民
の
平
等
化
が
第一

.の

.問
題
で
あ
つ
た
。
こ
の
問
題
は
第
十
九
世
紀
の
後
半
に
.至
つ
て
、
法
律
的
に
は
解
決 

せ
ら
れ
た
が
、
社
#
的
に
は
な
ほ
解
決
せ
ら
れ
ず
、
殊
に
ド
ィ
ッ
に
お
い
て
は
、
世
界
大
戰
後
の
排
外
主
義
の
標
的
を
こ
の
ユ
ダ
ヤ
人 

に
向
け
た
民
族
襄
運
動
が
あ
つ
た
。■

而
し
て
、
他
面
ユ
；タ
ヤ
人
の
經
濟
的
_

を
受
け
る
た
め
に
、
こQ

被
迫
寄
民
の
た
め
に
安
住 

の
地
を
與
へ
ん
と
す
る
チ
オ 

一|

ズ
ム
連
動
が
起
さ
れ
て

ゐ

る

o

こ
の
_ユ
グ
ヤ
人
間
題
に
は
、
そ
の
眞
疑
に
つ
い
て
は
、
斷
定
す
る
こ
と 

を
控
ヘ
る
が
、
フ
リ
ー
V
メ
ー
ソ
ン
リ
ー
の
運
動
を
秘
密
結
社
運
動
*
し
、

ユ
ダ
ヤ
的
理
想
に
よ
る
世
搌
征
服
陰
謀
と
す
る
も
の
が
あ 

る
。
も
し
さ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
一
の
狂
信
的
民
族
生
義
の
一
つ
.で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。

ユ
ダ
ヤ
人
問
題
及 

び
遝
動
を
、
特
殊
な
.民
族
主
義
の
.
.
.

I

運
動
と
し
て
舉
げ
る
の
は
、
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

て

れ

ら

Q

五

形

態

の

民

族

主g

の

硏

究

が

現

在

の

民

族

主

義

硏

究

の

課

題

であ
る
が
、
こ

れ

に

對

し

て

、

如

何

な

る

文

献

が

存

？

 

る

か

0

こ

れ

が

こ

の

：
一

文

の

主

服

で

あ
^

o

..
ニ

K
族
主
義
に
關
す
る
文
献 

一
ー
5

(

七

く

一)



民
族
主
義
に
.關
す
る
：丈
献

_ 

. 

ー
5
、

-(

七
八
5

民
族
主
義
の
文
献
を
ー
望
0
卞
に
眺
め
得
ら
れ
.る
文
献
問
錄
：は
'
現
往
ま
で
，殆
ん
ど
.な
い
と
い
つ
て
も
ょ
い
で
あ
ら
ぅ
0
を

ニ

つ 

.民
族
主
.
の
，
全

體

に

關

す

る

文

献

.目
錄
.が
莅
す
る
だ
.け
で
あ
る
。

•
1
.
K
o
p
p
e
l

 

s. 

Pinson, 

A

 B
i
bliog:rapMcal IntI;oduc

ft'
§

 to 

N
a
t
i
o
n
a
l
i
s
m

 - W
i
t
h

 

a

 

F
o
r
e
w
o
r
d

 b
y

 C
a
r
l
t
o
n J. H

.

ffi
a
y
e
s

 

C
o
l
u
m
b
i
a

 

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y

 

?1;€3 砍
1

9
3

5
.

.
- 

.

こ
の
文
献
目
錄
は
七
十
頁
に
渉
f 
..'四
百
H
十1.

の
文
献
を
擧
げ
、
そ
の
主
な
る
も
の
に
つ
い
て
、
簡
單
な
る
內
容
を
書
い
た
も 

の
で
、
民
族
虫
義
文
献
と
し
て
、
最
も
便
利
な
も
..の
で
あ
る
。
先
づ
第
ー
に
、
理
論
的
，並
.に
分

析

的

硏

究

で

、
.こ

V
に
百
ニ
十
三
點
の 

文
献
ヵ
擧
げ
ら
れ
：
穿
ニ
に
歷
史
的
並
に
地
.域
的
硏
究
に
お
'い
て
、
三
自
八
點
：の
文
献
が
擧
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
第
一
，文
献
の
項
罔
は
，

(
r
)
l

般
的
分
析
的
著
作(

1
0

心
理
的
硏
究(

コー)

民
族
，中
：義
i
人

節.<■

四)

域
族
，_

と

宗

敎(

五)

民
族
主
義
と
.言

語

(

六) 

民
族
主
義
と
政
治
.

(

七)

^
族
主
義
と
經
濟
V (

八
}民
族
主
義
.

•

社
會
中：

義•

共
産
主
義
.
'
' 

(

九〕

拔
族
主
義
•
敎
育

•
ブ
ロ
バ
ガ
ン
ダ 

(
一 

:〇)

少
數
民
族
と
民
族
自
治
で
.あ
り
、第
.ニ
文
.献
で
：は(

1
)

古
代
•中
佌
に
お
け
る
尻
族
中
義(

一

一)

西
洋
に
お
け
る
近
代
民
族
主
義 

|

こ

の

項

目

.は
觅
ら
に
十
一

1

に
分
れ
て
ゐ
る
。——

(

三)

縱
洋
に
お
け
る
民
族
主
義——

と
の
項
目
I四
|

(

四)

ユ
ダ
ヤ
人
間
の
民 

族
主
義
で
あ
る
。
民
族
主
_
に
關
す
る
廣
机
だ
文
献
を
知
ら
ん
ど
.す
る
も
0
は
、
こ
，の
編
著
者
.に
感
謝
す
ベ
き
.で
あ
る
。
勿

%

こ
の
稲
っ 

文
献
の
‘金
部
を
收
錄
し
た
も
の
.で
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
ナ
チ
ス
と
か
、
イ
グ
リ
ー

の
フ
ァ
'ソ
シ
ス
モ
運
動
と
か
の
^! 

別
的
問
題
に
つ
い
て
の
文
献
0
不
足
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
0
琅
洋
に
お
け
る
民
族
主
；6
運
.動
文
献
に
つ
い
：て
は
、
主
と
し
て
英
文
の
も 

の
.ば
か
り
で
あ
る
。
日
本
な
ど
に
つ
い
て
は
V

筆
#
の
名
も
擧
げ
’

-
ら

れ

て

ゐ

る

が

、

わ

が

：民

族

、王
義

運

動

の

.現
狀
は
、
こ
、
に
擧
げ
ら 

れ
た
文
献
だ
け
で
不
足
な
の
は
勿
論
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
種
の
多
方
面
の
文
献
の
東
集
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
.の
努
力
だ
け
で
も
感 

謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
殊
に
、
こ
の
種
の
文
献
の
最
も
缺
乏
し
て
ゐ
る
と
き
に
出
fe
も
の
で
あ
る
か
ら
、
編
蘂
努
力
の

最
高
水
準
に
到
達
し
て
ゐ
る
.も
の
.と
い
つ
て
も
ょ
い
で
あ
ら
ぅ
。

三

次
に
筆
笤
の
遇
目
し
得
た
文
献
に
つ
い
て
の
大
體
を
記
し
て
置
き
た
い
と
思
ふ
。
勿
論
こ
x
に
は
、
ド
イ
ツ
の
ナ
チ
ス
文
献
"
イ
タ 

リ
！
，
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
に
關
す
る
文
献
、
！！：本
•支
那

•
印

度

な

ど

の

民

族

主

_
文
献
を
除
い
て
極
め
て
一
般
的
な
も
の
の
み
を
擧
げ
て
遛 

か
ふ
と
思
ふ
。

2. 

Cai；lton J
o
s
e
p
h

ffi
u
n
t
l
e
y

ffiayes. 

Essays 

on Nationalism. 

N
e
w

 York, 

1926. 

2
7
Q 

pp.

へ
イ
ズ
の
論
文
集
で
あ
る
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
關
す
る
理
論
と
實
際
を
論
じ
た
著
作
と
し
て
、
有
名
で
あ

り

、

前
揭
ビ
ン
ス
ン 

の
文
献
も
こ
の
本
を
策
一
に
擧
げ
て
ゐ
る
？
筆
者
の
譲
ん
だ
の
は
、
こ
の
書
の
ド
イ
ツ
_
で
あ
る
が
、
そ
の
表
題
は
次
の
如
ぐ
で
あ
る
。

ou
.
 

Hayes, 

N
ationa.Hsmus

.
 aus dem. Englischen {ibewsetzt 

von 

J. F. FI;iedlaender.

ffi
e
r
a
u
s
g
e
g
e
b
s

 u
n
d

.oingieleitet 

v
o
n J. 

Goldstein.1
9
2

 9

し
 Dear 

N
e
u
e

 

Geist-Verlag, 

Leipzig-'

•そ
の
內
容
は
、
先
づ
民
族
主
義
の
本
質
を
文
化
共
同
體
說
に
置
い
て
ゐ
る
。
次
に
民
族
主
義
の
成
立
を
國
民
國
家
成
立
時
代
に
求
め 

て
、
民
族
主
_

Q
成
立
を
說
明
し
、
§

に
歷
史
的H

民
族
主
義Q

傅
播
を
說
明
す
る
。
次
に
現
代
民
族
主
義
に
入
？

、
宗
敎
と
し 

て
の
民
族
主
義
*民
族
主
義
と
國
際
戰
举
*民
族
主
義
と
軍
國
主
義
.
民
族
主
義
と
不
宽
容
の
問
題
•
民
族
主
義
は
呪
咀
か
視
福
か
の
諸 

論
文
を
加
へ
て
ゐ
る
。
著
者
の
立
場
は
、
激
烈
狂
燥
な
民
族
主g

の
害
悪
を
說
い
て
は
ゐ
る
が
、
民
族
主
義
の
反
對
者
で
は
な
い
。
そ 

の
論
ず
る
と
こ
ろ
は
、
廣
く
贊
的
事
實
に
基
い
て
ゐ
て
、
正
確
で
あ
る
か
ら
、
信
賴
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
つ
て
、
民
族
主
義
硏
究 

の
入
門
に
は
適
し
て
ゐ
る
。
更
ら
に
同
じ
ヘ
イ
ズ
の
著
書
に
次
の
も
の
が
あ
る
。

4
.

If
f
i
p
y
多

.
H:g
*

H

:g::
0I;ica;l 

E
Y.o
l
u:5
-
n
_ 

of 

M
:a
e

s^a,tion

.p】i
s
m
.

i^
e 肩 

x
ofe
v
'g
c
:g
*

.u
s
'g
.
t
h
,

 

Inc，
_1931

K
族

主

義

に

關

す

る

文

献

r
I七

ぺ

七

^
三)



民
族
主
_
に
關
す
る
文
献 

, 

,
1

ニ

八

c

七
八
四) 

.こ
の

書

は

、

近

代

民

族

主

義

思

想

史

，で

あ

る

。

即

ち

第

十

八

世

紀

か

ら

現

代

に

い

た

る

思

»
史
で
あ
る
0
次

0
如
き
諸
章
に
分
れ
て 

ゐ
る
。

:

第

一

章

序

論

民

族

主

_
と
國
際
、壬
義

.

.
■
'

'第
二
章
' 
人
道
的
民
族
主
義 

.

.第
三
章
フ
ラ
ン
ス
革
命(

ジ
ャ
コ
バ
ン)

民

族

主

義

.

第

四

章

傳

銃

的

民

族

キ

:

‘

第
艽
章
自
由
的
民
族
主
義 

第
六
章
集
約
的
民
族
主
義

..

第
七
章
民
族
主
義
に
於
け
る
經
濟
的
要
素
■

第

八

章

結

論

民

族

、王
義
の
諸
問
題
，
 

_

か
く
の
如
く
、
ベ
イ
ズ
の
民
族
キ
：_
發
展
史
は
、
そ
の
す
ベ
て
の
方
面
の
思
想
を
論
じ
て
ゐ
て
、
驻
だ
便
利
の
著
作
で
I
り
、

一
九 

三

一

年
刊
で
あ
る
か
ら
*
ま
だ
ナ
チ
ス
は
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
、
イ
タ
リ
ー
•
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
先
驅
者
に
つ
い
て
は
、
多
少
c>
頁
を 

費
し
て
ゐ
る
。
書
中
し
ば
し
ば
ド
イ
ツ
語
の
誤
記
と
思
は
る
も
の
が
あ
る
の
.は
、
遺
憾
で
あ
る
が
、
鳥
瞰
圖
的
著
述
と
し
て
は
、
2
に 

擧
げ
た
同
氏
の
蒂
述
と
と
も
に
必
_
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
ぅ
。

四

ヘ
イ
ズ
が
、
思
想
史
的
方
面
を
カ
說
す
る
の
に
對
し
て
、
民
族
主
義
を
そ
の
社
#
現
象
と
し
て
理
解
せ
ん
と
す
る
も
の
に
、
ワ
ル
デ

マ
ア*

ミ
ツ
シ
ヤ
ア
リ
ツ
ヒ
が
あ
る
。

CJ.
-
w
a
l
d
e
m
a
r

 

Mitscherlich, 

Dei* 

N
a
t
i
o
n
a
l
i
s
l
s

 

W
e
s
t
e
u
r
o
p
a
s
*

 

L
e
i
p
z
i
g

 

v
a
a
g
. 

v
o
n

 

0
.
rH

i
r
s
c
h
s
d
.

 

19.20 

念

書

、:
民
敗
主
義
'が
如
何
な
る
時
代
に
成
立
し
、
如
何
な
.る.

社
會
現
象
的
意
義
を
持
つ
て
ゐ
る
か
の
問
題
を
主
題
と
し
た
著
述 

で

.，三
百一.11

十
餘
頁
の
帮
述
中一

一
百
三
十
餘
頁
を
民
族
主
義
以
前
及
び
民
族
生
義Q

成
立
に
與
へ
て
ゐ
る
民
族
主
震
立
の
歷
史
的
過 

■

硏
究
.マ
？
か
4

方
面Q

硏
究
と
し
て
、
最
も
優
れ
た
も
Q

k
一
 

と
い
ふ
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。V

シK

ンQ
記
す
る
と
こ 

合
に
よ
れ
ば
ぃ
そ
の
第
二
版
が一

九

ニ

九

年

に:

.

N
a
t
.
i
o
n
a
K
s
m
u
s

..D
i
e

 

G
e
s
&
d
l
t
e

 

einer 

I
d
e
e 

.

と
し
て
^
版
さ
れ
た
^
で
あ
る
が
、
第
一
版
と
異
る
と
こ
ろ
が
な
い
さ
ぅ
で
あ
：る
0
さ
ぅ
だ
.と
す
れ
ぱ
、「

思
想
の
歷
史
..し
と
か
副
題
は
、 

I

に
適
應
し
.で
ゐ
な
い
，變
更
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬO 

民
族
主
義
を
同
じ
く
社
會
現
象
と
し
て
取
扱
ひ
、
そ
9
對
立
物
と
し
て
の
.國
際
主
義
と
の
關
聯
に
お
い
て
、
論
究
し
た
も
の
に
、 

o
v H

e
r
b
e
r
t

 A
d
a
m
s

 G
i
b
b
o
n
s
,

 

N
a
t
i
o
n
a
l
i
s
m

 a
n
d

 I
n
t
e
m
a
t
i
o
n
a
U
s
m
.

 

F
r
e
d
e
r
i
c
k

 A
.

 

s
t

o.kes C
o
m
p
a
n
y
,

 

N
e
w

 Y
o
r
k
,

 

1
9
3
0
.

が
ぁ
る
。
段

族

囊

の

奮

的

繼

の

.研
究
と
見
る
べ
き
も
の
で
、
_

でC

講
演
の
筆
記
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
' ギ 

ボ
ン
ス
は
民
族
主
義Q:

歷
史
を
フ
ラ
ンK

革
命
以
前
に
遡
ら
し
た
こ
と
を
非
常
に
得
々
と
述
べ
て
ゐ
る
が
、
前
揭
o
ミ
.ッ
シH

リ
ッ 

'ヒ
.の
著
述
.の
如
き
を
睛
み
、
'近
ft
-資
本
主
_
の
發
展
史
に
興
味
を
持
つ
て
ゐ
る
わ
れ
く
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
前
に
行
か
ぬ
こ
と
. 

そ
れ
I

が
笑
ふ
ベ
.き
見

解

で

，は

な

い

_か

と

感

ず

る

も

の

で

、

.ギ
ボ
シ
，ズ
の
態
度
は
、
ぞ
の
得
々
た
る
に
拘
ら
ず
、
當
然
の
こ
と
の
や 

ぅ
に
思
.ふ
。
丨
'

し
力
し
.
良
族
主
義
を
フ
ラ
ン

ス
革
命
か
ら
說
き
起
す
の
は
、
多
く
兒
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
有
名
な
歷
史
家
グ
ー
チ
0 

如

き

も

、
：
そ

の-人
で

あ

冬0
: 

'

;

I

主
f

f

文
献 

.

-

(

セ
八
$



说
族
主
義
.に
關
す
る
文
賦

•:
一
三
0 

(

七
八
六)

1
.
G
,

 

P. 

G
o
o
c
h
,

 

N
a
t
i
o
n
a
l
i
s
m

 

(
T
h
e

 

s
w-t
l
*:u
-
h
m
o
r
e

 

International 

H
a
n
d
b
o
o
k
s

 

edited, b
y

 G.. L
o
w
e
s

 

D
i
c
k

5*s
o
n
)
1
9
2
1

. 

L
o
n
d
o
n
.
H
i
l
e

 

S-wai;thmore 

p
r
e
s

.<n
.
L
i
d
,

 

.

,

こ
の
#
は
百
二
十
頁
餘
の
小
著
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
來
の
民
族
主
_
の
歷
史
を
、一.' 
般
史
家Q

立
場
か
ら
論
じ
た
も
の
で
、 

第

r
フ
ラ
ン
ス
革
命
、
第1 
一
メ
，ッ
テ
.ル
，
ニ
，ッ
ヒ
o
時

代

、

第

三

：ィ

タ
!;
.丨
及
び
ド
ィ
ツ
の
統
一
、
第
四
.ト
：ル
：
：コ
の
.結
合

、
：
第

：五
.大
戰
前
' 

第
六
東
洋
の
：覺
醒
、
第
七
世
界
大
戰
と
な
つ
て
ゐ
る
？

近
代
ョ
ーa

 
^

バ
に
お
け̂

民
族
主
義
は

*
'
'

グ
！
チ
の
著
述
に
お
け
る
や
ぅ̂

、
第
十.

九
世
紀

0

現
象
と
す
る
も

0

が
多
數
で
あ
.る 

が
、
を
の.

中

、

第

十

九

世

紀

：
の

五

六

十

年

代

-

に.

お
け
る
諸
國
民

‘
に
お
け
る

'
民

族

中

：
義

|

へ

ィ

ズ
.

の
い
ふ
自
由
的
民
族
主
義
を
も
つ
て. 

典
型
的
な
も
の
と
見
る
見
解
は
、|

般
に
行
は
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、.

こ
の
，
時

代

の

史

«

を
記
し
た
も

'
の
に
、
最
近
の
著
述
と
し
て
、
 

次
の
如
き
.も
の
が
あ
る
。

oo
.
.
 

R
o
o
c
r

r*-

p

winkley. 

R
e
a
l
i
s
m

 
a
n
d

 

Nationalism,.. 1
8
5
2
-
1
8
7
1
.

 

L
o
n
d
o
n
,

 

H
a
r
p
e
r

^

w
r
o
t
h
e
r
s

 

publishers. 

1
9
3
5
.

 

段
族
主g

と
國
際
主
義
と
を
純
然
た
る
ョ
ー
“
ッ
バ
的
現
象
と
見
、
こ
の
ニ
つ
の
'主
義
の
調
和
す
る
と
こ
ろ
に
、
ョ
I 

nッ
バ
近
代 

史
の
極
致
が
あ
る
と
す
る
も
の
は
、
ラ
ム
ゼ
ー
•
ミ
ュ
ア
で
あ
る
。

 

.

.
9
.
w
a
m
s
a
y

 

M
u
i
r
,

 

Na.tionaIi

tfl
.
m
a
n
d

 

Internationalism. 

T
h
e

 

C
u
l
m
i
n
a
t
i
o
n

 

of 

M
o
d
e
r
n

K
i
ss-
r
y
.
 

L
o
n
d
o
n
.

 

C
o
n
s
t
a
b
l
e

 

&: 

C
o
m
p
a
n
y
,
1
9
1
6
;

.

こ
の
書
に
は
邦
譯
が
あ
.る
。 

' 

o

竹
林
熊
彥
譯
國
民
主
義
と
國
際
主
美

-
西
洋
近
世
史
の
極
致

-
同
文
俯
火
疋
十
五
年

こ
の
著
述
は
、
民
族
主
義
及
び
國
際
主
義
を
ョ
ー
ロ
ッ
バ
の
政
治
的
原
理
と
す
る
と
ぃ
ふ
獨
斷
論
に
出
發
す
る
も
の
で
ぁ
っ
て
、
そ

の
出
發
點
は
如
何
に
も
奇
妙
な
も
の
、で
あ
る
が
、
民
族
主
義
と
國
際
主
®
と
の
歷
史
を
簡
單
に
述
べ
た
點
で
、
近
代
民
族
主
義
史
と
し 

-

て
役
立
ち
得
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
o五

史
實
と
し
て
の
民
族
中
▲義
を
論
ず
る
と
と
も
に
、
世

界

政

治

に

お

け

る

民

族

主

.義

の

貢

献

及

び

そ
の
地
位
を
、
他
の
こ
れ
と
«
聯
し 

て
ゐ
る
諸
主
_
及
び
運
励
と
と
も
に
論
じ
た
も
の
•に
、
社
會
學
者
バ
ア
ン
ズ
敎
授
の
著
述
が
あ
る
。

1 
一• 

H
a
r
r
y

 

w
i
m
e
r

 

w
a
m
e
s
.

 W
o
r
l
d

 Politics 

in 

J
M
O
d
p

 Civilisation, 

T
h
e

 Contribution of 

Nationalism, 

c
a
D
i
t
a
u
s
m
,

 

I
m
p
e
r
i
a
l
i
s
m

 

A
n
d

 

Militarism 

t
o

ffi
u
m
a
-
n

 

C
u
l
t
u
r
e

 

a
n
d

 

J
n
t
e
m
a
t
i
s
a
l

 

A
n
a
r
c
h
y
.

 

N
e
w

 

Y
o
r
k
,

 

1
9
3
0
.

こ
の
書
は
、
近
世
初
期

Q

 

a

ッ
パ
膨
腺
議

と
し
てq

植
民
政
策
の
採
用
か
ら
、
讓

革

命

Q

遂
行
，H

業
革
命C

成
熟
と
民 

族

主

義

資

本

を

論

じ

、

；史

ら

に

、
資

本

義

と
民
族
主
義Q

抱
合
で
あ
る
國
民
的
帝
國
、囊

q

發
生
、
こ
れ
に
ょ
る
世
热
分
割 

の
過
程
力
ら
被
拉
版
民
族
の
狀
I

:並
に

：？
！

振

大

戰

へ

の.過
程
を
論
じ
、
神
聖
戰
举Q

意
義
、
即
ち
國
民
使
命
遂
行
の
手
段
と
し
て 

の
聖
戰
の
，傅

說

の

興

廢

に

っ

い

て

論

じ

て

ゐ

る

六

百

數

十

頁

の

大

著

で

あ

っ

て

、

，近

代

史

の

基

礎

と

し
て
の

'

資

本

主

義

の

麗

と

民

族
 

囊

の

關

係
*
そ

れ
Q

S
主

義

へ

の

轉

化

は

、

綜

合

的

：に

ょ

く

論

究

さ

れ

て

.ゐ
る
。
近
代
社
會
の
社
富
を
建
設
せ
ん
と
す
る
姆
心 

的
著
述
f

見
ら
れ
f

Q
で
あ
っ
て
、
空
f

慕

的

議

を

謹

と

稱

し
、
砂
を
か
む
.が
f

i

l

lっ

謹

を

社
會
の 

ベ實
際
的
硏
究
と
稱
す
る
者
の
多
い
社
會
學
者
の
.著
述
と
し
て
は
、
最
も
面
白
い
企
圖
で
あ
る
と
い
へ
や
ぅ

o
.

.パ
ア
ン
ズ
の
線
合
的
な
る
に
對
し
て
*
民
.族
主

義

と

帝

國

主

義

と

の

關

係

、
，
即

ち

民

族

主

義

の

發

生

I

の
帝
國
主
義
べ
0
轉
化
を 

規
實
の
諸
國
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
、
ハ
ィ
ン
リ
ッ
ヒ
•
シ
ュ
ネ
丨
の
著
書
が
あ
る
o 
'

1
2
.

ffi
e
m
n
c
h

 

Schnee, 

N
a
t
i
o
n
a
l
i
s
m
u
s

 

u
n
d

 

Imperialis

-3us. 

V
e
r
l
a
g

 

v
o
n

 

H
e
i
m
a
r

 n
o
b
b
ing-. 

Berlin, 

1
9
2

P0

，
.
民

族

主

：
義

1

す

る

文

献
. 

ニ

ー

ニ

.

(
七

」
，
，

ノ



民
族
主
：義
K:
關
す
，る
文
軟
、

 

ニ 

I

H(

七
八
八)

.

シ
ュ
ネ
！
は
民
族
中
：_
の
發
端
を
、
ゲ
ル
マ

シ

入

に

ょ

る

.
ロ

_

マ
帝
.國
の

崩

壊

と

：ロ
ー
.マ
.敎
會
の
世
界
主
義
に
對
.す
る
反
對
に
求
め
、 

そ
の
發
f

.
贤
族
國
家
の
成
立
に
求
め
.る
。
而
し
て
、
.こ
の
近
代
的
民
族
主
義
の
帝
國
主
義
へ
の
轉
化
を
認
識
せ
ん
と
し
て
、
各
國
に 

つ
い
て
、
こ
れ
を
硏
究
し
、
こ
れ
を
國
際
的
紛
学
の
根
源
と
見

る

も

の

.で

あ

る

。

シ
十
ネ
ー
は
、
こ
の
見
地
か
ら
、

.̂

ィ

ツ*

<
f 

ス
ふ
ア
メ”

ヵ
合
衆
國
*
日
本
ゲ
ロシ
ア
•
.

フ
ラ
ン
ス
•
ィ
タ
リ
ー

.

の
民
族
中
_

と
帝
國
主
義
を
論

•

じ

、更
ら
，.に
ノ

民

族

由

義

と

帝

國

主

_

と 

の
現
狀
及
び
將
來
を
論
じ
て
ゐ
る
.0
こ
_の
各
國
0'
發

展

を

、
最

も

廣

範

圍

に

論

究

し

：た

點

：に
お

.'い

.て
見
る
•べ
き
も
の
で
あ
る
。

バ
ア
ン
.ズ
並

に

シ

ュ

ネ

ー

，の

著

述

に

對

し

て

、

ョ
ー

ロ

.ッ
バ
列
强
の
民
族
主
義
の
勃
興
と
そ
の
帝
國
主
義
.へ
の
：韓
化
を
論
じ
、
特
に 

そ
の
民
族
的
带
國
中
•義
の
活
動
を
論
じ
た
もQ

と
し
て
、
.ム
ー
ン
の
著
書
を
舉
げ
る
こ
と
は
失
^2

で
は
な
い
で
あ
ら
ぅ
。

lco
. P

a
r
k
e
r

 

T
h
o
m
a
s

 
M
o
o
n
,

 

I
m
p
e
r
i
a
l
i
s
m

 a
n
d

 

W
o
r
l
d

 

Politics; 

N
e
w

 

Y
o
r
k
'
T
h
e
.

 M
a
c
m
i
l
l
a
n

 

C
o
m
p
a
n
y
,

 

1928.,

更
ら
に
、
東
洋
に
お
け
る
西
洋
列
國
の
帝
國
.主g

例

活

動

を

、

外
：交

史

的

に

見

：だ
：著

書

^
し
て
、
最
近
の
も
の
に
次
の
如
き
も
の
が
ー 

あ
る
<>
■

•

.
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a
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r
e
i
g
n

 Policy 
in 

t
h
e
^
a
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w
a
s
.
t
.rSt

u
d
y

 

o
f

 

I
m
p
e
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i
a
l
i
s
m

 

a
n
d

 

N
a
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o
n
a
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i
s
m
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n

Jqm
a
n
s
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. Ne
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k
,
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.

民
族
中
；義
に
關
し
て
は
，
尙
ほ
.多
く
の
文
献
を
擧
げ
る
こ
と
が
出
來
る
。
ナ
チ
ス
文
献(

本
誌
第一

一
十
八
卷
第
七
號)

は
旣
に
發
表 

し
た
。
そ
の
外
、
イ
タ
リ
ー
•
フ
：ア

ツ

シ

ス
ト
文
献
•支
那
民
族
中
：_
運
動
文
献
•
印
度
民
族
主
義
文
献
•
日
本
民
族
主
義
文
献
•
ュ
ダ
ヤ
民 

族
問
題
文
.献
•民
族
問
題
文
献
な
ど
は
、
い
づ
れ
機
會
を
得
て
發
表
し
た
い
所
#
で
あ
る
。

尙
ほ
筆
者
に
は
次
の
.如
き
民
族
主
義
に
關
.す
る
論
著
.が
あ
る
o
' 

.

「

阈
民
、王
_
と
國
際
中
：_」

昭
和
七
年
刊 

•「

民
族
運
動」

(

世

界

經

濟

問

題

講

座

)

昭
和
八
ハ
牛
刊 

「

國

民

中

：
_

」
(

同 

，

)

昭
和
七
年
W 

「

日
本
國
家
社
會
主
義
批
判」

昭
和
七
年
判

「

印
度
民
族
麗
■

」
(

產

議

各

國

經

馨

■

究

翕

大

英

窗

Q

鋳

及

び

S

政

策

听

收)

「

民
族
主
義
の
發
展」

(

三
田
評
論
昭
和
十
年
十
二
月
猇) 

‘

右
は
^
れ
も
舊
稿
に
屬
し
、
錶
者
の
意
に
滿
た
ず
、
論
述
の
不
充
分
な
點
も
あ
る
の
で
、
絕
版
に
附
し
、
目
下
稿
を
改
め
っ
、
あ
る
。 

筆
者
は
、
民
族
義
の
珊
論
及
び
議
に
お
い
て
、
そ
の
_

を
科
學
的
■

明
し
得
な
い
血
液
、
從

っ
て
、
こ
れ
に
根
底
を
置
く
人 

種
的
特
E

の
、讓
に
同
感
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
ど
こ
ま
で
も
現
實
の
社
會
に
お
け
る
問
題
と
し
て
の
民
族
主
義
を
觀 

察
せ
ん
主
，
f

Q
で
あ
っ
て
、
民
族4
f
:
_
Q

中H

は
神
秘
的
言
辭
に
ょ
っ
て
、
そQ

理
論
を
飾
f
 Q

が
t

と
す
れ
ば
、
そ
の 

現
實
的
意
義
が
何
信

I

か
を
硏
究
せ
ん
车
る
現
實
的
社
富

的
方
法
を
採

f

Q

で

倉

。
以
前Q

馨
よ
わ
も
進
步
し
た
も

(
一

九
三
七
•
四
•
ニ
ニ)

三

三

(

七
八
九)

の
が
出
來
れ
ば
、
幸
と
思
つ
て
ゐ
る
o

民
族
主
義
に
關
す
る
文
献


